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一
五

文
東
編
『
俳
諧
鑑
草
』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
伊
藤 

善
隆
ａ

ａ
湘
北
短
期
大
学
非
常
勤
講
師

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

俳
諧　

季
寄　
『
俳
諧
鑑
草
』　

希
古
庵
文
東　

画
一
人
汻
虹

　
　
　

は
じ
め
に

　

美
濃
派
の
季
寄
で
あ
る
『
俳
諧
鑑
草
』（
個
人
蔵
）
を
翻
刻
す
る
。
本
書
は
、

季
語
を
十
二
ヶ
月
に
分
類
・
配
列
し
た
も
の
で
、
美
濃
派
の
季
寄
と
し
て
注

目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

翻
刻
に
は
野
田
治
兵
衛
単
独
版
を
用
い
た
が
、
本
書
に
は
「
東
武
十
軒
店　

野
田
太
兵
衛
／
京
都
寺
町
二
条　

野
田
治
兵
衛
」
の
二
書
肆
版
が
あ
り
、
そ

ち
ら
の
方
が
先
行
す
る
版
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
二
書
肆
版
（
東

京
都
立
中
央
図
書
館
東
京
誌
料
蔵
本
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
）
を
参
照
し
た
が
、
両
者
の
本
文
に
違
い
は
な
い
よ
う
だ
。

　
『
俳
文
学
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
平
成
７
年
10
月
）
の
「
俳
諧
鑑
草
」
の

項
目
（
小
林
祥
次
郎
氏
執
筆
）
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
の
特
徴
の

一
つ
に
、
支
考
の
『
俳
諧
古
今
抄
』
の
説
が
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
説
の
引
用
に
は
ま
ま
誤
字
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
や
や
厳
密
さ

に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、注
記
部
分
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、『
俳

諧
古
今
抄
』
を
参
照
し
た
。

　

ま
た
、
注
記
同
様
、
本
文
に
も
読
み
に
く
い
箇
所
や
誤
字
が
し
ば
し
ば
目

に
つ
く
。
た
と
え
ば
、
六
月
の
「
紙
鹿
」（
十
九
オ
）
の
「
鹿
」
は
「
漉
」
の

誤
刻
で
あ
ろ
う
し
、「
喜
祥
」（
十
九
ウ
）
は
「
嘉
祥
」
の
誤
刻
と
考
え
ら
れ

る
が
、「
喜
」
を
誤
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
原
本
の
「
祥
」
の
字
体
も
曖
昧

な
も
の
で
あ
る
。
同
じ
く
六
月
の
「
伊
勢
祭
礼
」
の
説
明
は
「
十
六
日　

此

日
僧
尼
詣
」
と
読
ん
だ
が
、
原
本
の
「
尼
」
の
字
の
字
体
は
、
明
確
な
文
字

の
体
を
な
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

そ
こ
で
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、『
毛
吹
草
』『
は
な
ひ
草
』『
増
山
井
』
な

ど
の
季
寄
類
を
参
照
し
た
他
、
と
く
に
白
寿
坊
編
『
四
季
名
類
』（
写
本
一
冊
、

寛
政
十
年
奥
、
松
宇
文
庫
蔵
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
紙
焼
写
真
に
よ
る
）

を
併
せ
て
参
照
し
た
。
同
書
に
は
、
白
寿
坊
の
識
語
と
書
写
者
で
あ
る
周
鶴

の
奥
書
が
添
え
て
あ
る
が
、
白
寿
坊
の
識
語
に
よ
れ
ば
、「
此
一
帖
は
、
先
哲

の
撰
み
置
れ
し
増
山
の
井
を
用
捨
し
、
嚏
艸
を
潤
色
し
て
、
我
か
文
庫
に
ひ

め
置
」
い
た
も
の
で
、
古
く
か
ら
の
知
り
合
い
で
あ
る
羽
州
山
寺
の
雲
松
窟

周
鶴
に
書
写
を
許
可
し
た
の
だ
と
い
う
。

　
『
四
季
名
類
』
は
、『
俳
諧
鑑
草
』
と
同
じ
く
、
美
濃
派
の
季
寄
と
し
て
貴

重
な
存
在
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
俳
諧
鑑
草
』
は
一
月
に
「　

」
と
い
う
字

を
載
せ
る
が
、
こ
の
字
は
現
代
の
一
般
的
な
歳
時
記
や
辞
書
類
に
も
記
載
が

無
く
、
近
世
の
季
寄
類
を
見
て
も
管
見
の
範
囲
で
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
し
か
し
、『
四
季
名
類
』
を
参
照
す
る
と
、
や
は
り
「　

」
の
表
記
が

見
ら
れ
、「
ヒ
ジ
キ
」
と
フ
リ
ガ
ナ
も
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
あ
ら
た

め
て
古
辞
書
を
参
照
す
る
と
、
易
林
本
『
節
用
集
』
に
、「
海ヒ

ジ

キ鹿
」「
鹿ヒ

ジ

キ

尾
菜
」

「
鹿ヒ

ジ

キ

尾
藻
」
に
並
ん
で
「
陵同

」
と
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

な
お
、編
者
の
文
東
は
、本
所
四
ッ
目
（
横
堀
と
も
）
住
の
二
千
石
の
旗
本
、

大
嶋
雲
四
郎
で
あ
る
。
ま
た
、
跋
を
寄
せ
た
汻
虹
は
、
越
後
新
発
田
の
人
で
、

元
禄
十
二
年
生
ま
れ
、
俗
名
を
高
橋
治
郎
右
衛
門
（
玄
武
坊
筆
録
『
俳
人
名

録
』）、
別
号
を
信
杖
坊
・
画
一
庵
・
画
一
人
・
青
雲
叟
と
い
い
、
支
考
が
新

潟
に
来
遊
し
た
時
に
入
門
し
、
そ
の
没
後
は
廬
元
坊
里
紅
に
師
事
し
た
俳
人

で
あ
る
。
編
著
に
『
秋
田
路
』（
延
享
五
年
）・『
杖
の
は
じ
め
』（
宝
暦
二
年
）・
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一
六

『
俳
諧
衆
議
』（
宝
暦
七
年
）
な
ど
が
あ
り
、
安
永
三
年
二
月
二
十
二
日
に
京

都
で
客
死
し
て
い
る
（
以
上
、
加
藤
定
彦
・
外
村
展
子
編
『
関
東
俳
諧
叢
書
』

第
八
巻
〈
青
裳
堂
書
店
、
平
成
９
年
２
月
〉、
同
第
七
巻
〈
青
裳
堂
書
店
、
平

成
７
年
１
月
〉
に
そ
れ
ぞ
れ
所
収
さ
れ
る
『
葛
の
別
』
解
題
、『
此
秋
集
』
解

題
を
参
照
し
た
）。

　

以
上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
、『
俳
諧
鑑
草
』
と
、
関
連
資
料
に
つ
い
て
解
説

を
加
え
た
。
本
書
は
、
美
濃
派
の
作
品
を
解
釈
す
る
際
に
は
、
ま
ず
参
照
す

べ
き
季
寄
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
本
稿
で
翻
刻
す
る
所
以
で
あ
る
。

〈
書
誌
〉

　
　

書
型
…
…
小
本
一
冊
（
刊
）。
袋
綴
じ
。
楮
紙
。

　
　

表
紙
…
…
縹
色
原
表
紙
。
縦
一
八
．
二
㎝
×
横
一
二
．
四
㎝
。

　
　

外
題
…
…
表
紙
中
央
に
「
鑑
草
」
と
墨
書
（
題
簽
欠
）。

　
　

扉
題
…
…
「
鑑
草
」（
一
オ
）、「
四
季
名
類
」（
一
ウ
）。

　
　

序
文
…
… 

「
序
」（
序
題
）、「
寛
延
二
己
巳
年
仲
冬
日
／
希
古
庵
主
人
／
文
東
」

（
年
記
・
署
名
）。

　
　

版
式
…
… 

四
周
単
辺
（
一
二
．
九
㎝
×
九
．
八
糎
。
但
し
、
第
二
丁
表

内
法
を
計
測
）。
無
界
。
毎
半
葉
八
行
。
白
口
。
下
象
鼻
に
丁

付
（「
一
（
〜
三
十
三
）」）。

　
　

跋
文
…
…
「
俳
諧
鑑
草
／
跋　

画
一
人
汻
虹
」（
跋
題
・
署
名
）。

　
　

丁
数
…
… 

全
三
四
丁
（
但
し
、
最
終
丁
に
は
丁
付
が
無
く
、
裏
表
紙
見

返
し
に
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
）。

　
　

刊
記
…
…
「
書
林　

京
寺
町
二
条
／
野
田
治
兵
衛
」。

　
　

備
考
…
…
扉
右
方
に
は
、
魁
星
図
が
刷
ら
れ
て
い
る
。

〈
凡
例
〉

　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
句
読
点
を
補
い
、
改
行
を
適
宜
改
め
た
。
ま
た
、

原
本
で
小
字
双
行
で
記
さ
れ
た
箇
所
は
、[　

]

内
に
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
て
示

し
た
（
例
、「
門
松
か
ざ
り
松

か
ざ
り
竹

」
↓
「
門
松[

か
ざ
り
松　

か
ざ
り
竹]

」）。

　

片
仮
名
は
平
仮
名
に
適
宜
改
め
た
。
た
だ
し
、
小
字
で
添
え
ら
れ
た
助
詞

の
片
仮
名
や
『
俳
諧
古
今
抄
』
の
引
用
部
分
の
片
仮
名
な
ど
、
原
本
の
表
記

を
残
し
た
部
分
も
あ
る
。

　

異
体
字
等
は
、以
下
の
通
り
、概
ね
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
例
え
ば
、「
广
」

は
、
適
宜
、「
魔
」・「
摩
」・「
麻
」・「
磨
」
に
、「
厂
」
は
「
雁
」
に
、「
决
」

は
「
決
」
に
、「
餝
」
は
「
飾
」
に
、「
愛
岩
」
は
「
愛
宕
」
に
、「
ト
モ
」・「
コ

ト
」・「
ヨ
リ
」
の
合
字
は
「
ト
モ
」・「
事
」・「
ヨ
リ
」
と
改
め
た
。
た
だ
し
、

一
部
原
本
の
表
記
を
残
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

濁
点
は
適
宜
補
っ
た
。
た
だ
し
、原
本
に
濁
点
が
付
さ
れ
て
い
た
も
の
に
は
、

そ
の
傍
ら
に
「
・
」
を
付
し
た
。
な
お
、
原
本
の
フ
リ
ガ
ナ
に
濁
点
が
付
さ

れ
て
い
た
も
の
は
、組
み
版
の
都
合
上
、そ
の
字
の
前
に
「
・
」
を
付
し
た
（
例
、

「
天カ

・
ボ
チ
ヤ瓜
」）。

　

原
本
の
各
丁
片
面
の
終
わ
り
に
当
た
る
と
こ
ろ
に　
」
を
つ
け
、（　
）
内

に
そ
の
丁
数
お
よ
び
表
・
裏
（
オ
・
ウ
）
を
示
し
た
。

　

誤
刻
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
原
文
ど
お
り
に
翻
刻
し
、
適
宜
そ
の
傍
に
「（
マ

マ
）」
と
付
し
た
。
難
読
の
箇
所
（
字
体
が
曖
昧
な
も
の
）
は
□
で
囲
ん
だ
。

〈
翻
刻
〉

（
魁
星
図
）
鑑
草 

｣

（
扉
・
一
オ

）

　
　
　
　
　

四
季
名
類 

｣

（
扉
・
一
ウ

）

序四
季
の
名
類
を
集
る
事
は
、
連
誹
の
家
に
専
に
し
て
、
発
句
に
そ
れ
が
時
を

た
が
へ
ず
、
附
句
に
そ
れ
が
折
を
あ
し
ろ
ふ
。
ま
し
て
一
巻
の
句
数
に
至
り
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一
七

て
は
、
例
に
月
花
の
配
り
よ
り
、
春
秋
の
五
句
も
夏
冬
の
三
句
も
、
季
と
季

を｣

（
二オ

）
へ
だ
つ
る
心
得
あ
り
。
尚
は
た
首
夏
に
は
花
の
す
く
な
き
よ
り
、

牡
丹
、
杜
若
を
夏
と
し
て
、
そ
こ
に
四
時
の
景
物
を
あ
つ
か
ふ
。
今
の
俳
式

と
て
も
そ
の
事
に
て
、
初
冬
に
鳥
の
ま
れ
な
れ
ば
、　

、
鷃

ミ
ソ
サ
ヾ
イの
加
減
よ
り
、

季
と
な
り
雑
と
な
る
も
の
ゝ
ご
と
き
、
一̶

理
万̶

遍
の
貞
享
式
に
寄
て
、
見
る

者
の
自
在
な
ら
ん
に
は
と
、｣

（
二ウ

）
我
党
衆
議
し
て
古
抄
を
用
捨
し
、
是
を
鑑

̶

草
と
い
ふ
事
し
か
り

　

寛
延
二
己
巳
年
仲
冬
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

希
古
庵
主
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

文
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

[
文
東]

（
陰
刻
）[

希
古]

（
陽
刻
） ｣

（
三オ

）

 
｣

（
三ウ

）

　
　

春

正
月[

む
つ
き　

太
郎
月　

端
月　

祝
月　

王
春　

孟
春]　

元
日[

元
三　

元
朝　

初
日　

今
朝
の
春　

新
玉　

御
代
の
春　

花
の
は
る　

聖
節]　

四
方
拝　

歯
固　

鏡
餅　

楪　

お
や
こ
草　

歯
朶　

う
ら
じ・

ろ　

屠
蘇　

く
す
り
子　

朝
賀[

朝
拝　

小
朝
拝　

奏
賀]　

院
の
拝
礼　

元
日
節
会[

諸
司
奏　

七
曜
暦　

氷
の
様　

腹
赤　

国
栖
ノ
奏　

く

ず
笛]｣

（
四オ

）　

年
徳
神　

年
棚[

え
方
棚　

え
方]　

若
夷　

門
飾　

門
松[

か
ざ

り
松　

か
ざ
り
竹]　

か
ざ
り
縄[

か
ざ
り
わ
ら　

大
飾　

か
ざ
り
炭]　

か
け
鯛[
に
ら

み
鯛]　

飾
海
老　

若
水[

つ
ゝ
み
井
開　

わ
か
水
桶]　

年
男　

初
鶏　

初
烏　

は

つ
礼
者[

御
慶]　

大
服　

雑
煮　

太
箸　

た
は
ら
子[

生
海
鼠
也]　

お
し
鮎　

喰
つ
み　

蓬
莱[

に
し
肴　

数
ノ
子　

田
作　

こ
と
の
ば
ら
と
も　

ほ
だ
は
ら　

榧　

か
ち

栗　

串
柿　

梅
ぼ
し　

橙　

柚　

柑
子　

橘　

野
老]　

弓
始　

馬
乗
初　

着
衣
初[

節

衣]　

笑
ひ
初｣

（
四ウ

）　

遊
び
初　

は
つ
暦　

初
夢　

書
初[

試
毫]　

諷
ぞ
め　

松
ば
や
し　

年
玉　

福
藁
ヲ

敷　

毬
打　

遣
り
羽
子　

破
魔
弓　

福
引　

宝
引　

湯
殿
初　

蔵
び
ら
き　

初
荷　

商
始[

店
お
ろ
し]　

船
乗
初　

お
さ
が・

り[

雨

也]　

い
ね
あ
ぐ・

る　

い
ね
つ
む[

正
月
の
寝
起
を
い
へ
り]　

子
の
日[

小
松
引]　

節
餐[

今
式
ニ
云
、
此
名
ハ
佳
節
ノ
餐
礼
ナ
リ
。
正
月
ノ
初
餐
ナ
リ
。
節
事
ト
モ
、
節
人
ト
モ
。

餐
ノ
字
ノ
略
ハ
〽
俗
習
ナ
リ
。
或
ハ
二
節
ト
云
詞
ハ｣

（
五オ

）、
袴
肩
衣
ノ
威
儀
ヲ
止
テ
、
臨
時
ノ

遊
を
云
ヘ
リ
ト
ゾ
。
或
ハ
朝
拝
ト
云
フ
詞
ヲ
、
三
越
ノ
人
ハ
節
ノ
詞
ト
成
ル
。
此
等
ノ
俗
習
ヲ

モ
知
ベ
キ
ナ
リ
。
本
ヨ
リ
俳
諧
ノ
世
法
ナ
ル
、
諸
国
ノ
俗
談
ヲ
知
尽
ス
ベ
シ
。]　

卯
杖[

卯

槌　

御
杖]　

朝
覲
の
行
幸[

二
日]　

臨
時
の
客[

二
日]　

た
う
や
く　

八
裏
白

連
歌[

三
日]　

白
馬
節
会　

万
歳　

鳥
追　

春
駒　

猿
引　

若
菜　

人
日　

七

種[

な
づ
な　

は
こ
べ
ら　

芹　

仏
の
座　

ご
ぎ
や
う　

鈴
菜　

す
ゞ
し
ろ　

薺
は
や
す　

福

若]　

県
召　

松
の
内　

庭
竃　

帳
閉[

帳
紙
う
り]　

上
元[

十
五
日]　

御ミ
カ
マ
・
ギ薪

[

十
五
日]｣

（
五ウ

）　

か
ゆ
づ
え　

小
豆
粥[

十
五
日　

か
ゆ
柱]　

左
義
長　

賭ノ
リ

弓

[

十
八
日]　

具
足
ノ

餅[

鏡
直
し]　

内
宴[

廿
一
日]　

藪
入[

今
式
云
、
古
抄
ノ
二
季

ニ
渡
ル
物
ハ
、
〽
藪
入
〽
出
替
リ
ノ
類
ヨ
リ
、
〽
彼
岸
〽
峯
入
ノ
類
モ
、
前
後
ト
云
、
順
逆
ト

云
テ
、
春
ト
秋
ト
ヲ
断
レ
ド
モ
、
今
ノ
俳
諧
ノ
省
法
ニ
ヨ
ラ
バ
、
秋
季
ニ
ツ
レ
テ
ハ
秋
ト
ナ
シ
、

春
季
ニ
ツ
レ
テ
ハ
春
ト
ナ
ス
ベ
ケ
ン
。
タ
ト
ヒ
前
句
ニ
藪
入
出
替
ト
ア
リ
テ
モ
、
附
句
秋
ナ
ラ

バ
秋
タ
ル
ベ
シ
。
其
季
ヲ
此
季
ニ
連
ル
事
ハ
、
皆
々
此
例
ニ
效
フ
ベ
キ
ナ
リ
。
仍
テ
此
書
、
季

節
の
跨
リ
タ
ル
物
ノ
下
ニ
ハ
春
夏
秋
冬
ヲ
記
ス
。]　

廿
日
だ・

ん
ご　

東
風　

氷
と
く
る

[

ゐ
て
ど
け]｣

（
六オ

）　

雪
汁　

雪
解[

今
式
ニ
云
、
解
ル
ヲ
春
ト
ナ
シ
、
消
ル
ヲ
冬
ト
ナ
ス
。

消
ル
ハ
物
ニ
敵
シ
テ
消
ヘ
、
解
ル
ハ
我
ト
解
ル
故
ニ
、
冬
春
ノ
道
理
ハ
明
カ
ニ
、
一
詞
二
用
ノ

自
在
ナ
ル
ナ
リ
。]　

淡
雪[

今
式
ニ
云
、
雪
ノ
斑
ラ
ナ
ル
形
容
ハ
、
初
雪
ト
モ
云
、
薄
雪
ト

モ
云
ハ
ン
。
春
ノ
雪
ノ
平
白
ナ
ラ
ン
モ
、
日
影
ニ
散
リ
テ
淡
薄
ナ
ラ
ン
モ
、
寒
気
ノ
淡ア

ハ
ヤ
カ和
ナ
ル

故
ナ
レ
バ
、
決
シ
テ
春
ト
定
ベ
シ
。]　

余
寒　

さ
へ
か
え
る　

木
芽　

下
も
へ　

芥

子
の
若
葉　

松
の
花[

若
ま
つ　

若
緑]　

福
寿
草｣

（
六ウ

）　

蕗
の
芽　

娵
が
は
ぎ・　

若
草　

鴬
菜　

水
菜　

芹　

角
ぐ
む
芦　

野
老　

山
葵　

水
ぬ
る
む　

暖　

海
苔[
桜
海
苔　

甘
の
り　

海
髪　
　
　

海
雲　

青
海
苔　

和
布]　

木
地
爐
縁[

今
式
ニ

云
、
風
爐
ヲ
夏
ト
成
シ
、
爐
開
ヲ
冬
ト
ナ
シ
、
今
ノ
爐
縁
ヲ
春
ト
ナ
セ
レ
バ
、
朝
茶
ノ
湯
ハ
、

朝
㒵
ノ
例
ヲ
仮
テ
、
秋
ノ
用
ト
ナ
ル
ベ
キ
ヤ
。
茶
人
ノ
家
ニ
尋
ベ
シ
。]

　
　

三
ヶ
月
ニ
渡
ル
物　

佐
保
姫　

長
閑　

霞｣
（
七オ

）　

鴬　

百
千
鳥　

杲ハ
コ

鳥　

駒
鳥　

柳　

椿　

干
大

ヒ
タ
キ
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一
八

根　

干
蕪　

蜆　

葩ハ

ゼ煎　

山
椒
皮　

干
鱈　

蛤　

鮒　

鱒

　
　

祭
事
会
式

祇
園
削
掛[

元
朝
寅
刻]　

舟
玉
祭　

初
寅
参[

畚
お
ろ
し]　

愛
宕
天
狗
宴

サ
カ
モ
リ[

二

日]　

簑
尾
富
突[

七
日]　

菜
摘
川
神
事[

七
日]　

大
元
師
ノ
法[

八
日]　

夷
祭

[

十
日]　

常
陸
帯[

十
日　

鹿
島]　

御
斎
会
内
論
議[

十
四
日]｣

（
七ウ

）　

男
踏
歌

[

同　

あ
ら
れ
ば
し
り　

か
ざ
し
の
綿]　

花
燈
夕[

十
五
日]　

平
岡
御
粥[

十
五
日　

河

内]　

獅
子
頭
ノ

神
事[

十
六
日]　

厄
神
参　

厳
嶋
祭　

吉
田
ノ

清
祓[

十
九
日]　

御
忌[

廿
五
日]　

箱
崎
八
幡
祭[

十
五
日]

二
月[

き
さ
ら
ぎ　

如
月　

夾
鐘　

中
和
節]

吉
野
の
餅
配
リ[

一
日]　

二
日
灸　

出
替
リ[

春　

秋]　

社
日　

貝
寄
風　

朧
月　

雉[

笛]｣

（
八オ

）　

水
鳥
囀
ル　

鷹
化
成
鳩　

鹿
ノ
角
落　

彼
岸[

春　

秋]　

鳥
の

巣　

継
尾
ノ
鷹[

朝
鷹]　

聞
居
鳥　

雁[
春　

秋]　

燕[

春　

秋　

今
式
ニ
云
、
雁
ト

燕
ノ
ゴ
ト
キ
モ
、
二
季
ニ
跨
テ
用
ベ
ケ
レ
ド
、
其
外
ノ
鳥
類
ニ
モ
、
来
ル
ト
云
ヘ
バ
秋
ニ
ナ
リ
、

帰
ル
ト
云
ヘ
バ
春
ニ
ナ
ル
物
多
シ
。当
句
ニ
帰
来
ノ
意
ヲ
忘
レ
ズ
、春
秋
ノ
二
季
ニ
ツ
レ
ヌ
ベ
シ
。

〽
椋
鳥
、
〽
樫
鳥
ノ
名
ヨ
リ
〽
菊
イ
タ
ヾ
キ
モ
〽
豆
マ
ハ
シ
モ
、
〽
山
雀
、
〽
日
雀
、
〽
四
十

雀
ノ
類
ハ
、
秋
ノ
方
ニ
モ
耳
ナ
レ
タ
レ
バ
、
是
ラ
ハ
帰
ル
ト
モ
行
ト
モ
断
リ
テ
、
春
ノ
方
ニ
モ

用
ユ
ベ
シ
。
〽
駒
鳥
ハ
決
テ
春
ナ
レ
ド
、
渡
ル
ト
云
テ
秋
ニ
用
ベ
キ
ヤ
。
或
ハ
〽　

、
〽
鵯
ノ

類
ヨ
リ
、
〽
目
白
、
〽
頬
白
、
〽
瑠
璃
、
〽
鷓
胡
、
〽
鶸
、
〽　

、
ト
云
類
ハ
、
一
句
ハ
ナ
レ

テ
ハ｣

（
八ウ

）
雑
ト
モ
ナ
ス
ベ
ク
、
春
秋
ノ
季
ニ
ツ
レ
テ
ハ
、
帰
来
ノ
二
字
ヲ
断
ラ
ズ
、
其
時
其

句
ノ
季
ト
ナ
ス
ベ
シ
。]　

雲
雀[

笛]　

松
む
し
り
鳥　

鳥
さ
か
る　

雀
子　

猫
の

恋　

鳴
鳥
狩　

蝶　

蛇　

蛙　

馬
刀　

蜷　

寄
居
虫　

飯
鮹　

田
に
し　

も

ろ
こ
鮠　

接
木　

初
桜[

山
桜　

い
せ
桜　

江
戸
桜　

姥
桜　

普
賢
象　

楊
貴
妃　

墨
染

桜　

犬
桜　

塩
か
ま]　

初
花[

花
の
山　

花
園]　

苗
代[

同
萸]　

陽
炎　

焼
野　

田

打　

畑
打　

畔
塗　

種
蒔　

独
活　

土
筆　

青
芥
子｣

（
九オ

）　

杉
菜　

防
風　

蓮
ノ

根
掘　

蓮
植
ル　

さ
い
た
づ
ま　

草
か
う
ば
し　

皷
草　

蔦　

若
芽　

菫　

菊
苗　

蕨　

菜
の
花　

大
根
ノ

花　

葷
類[

薤ニ
ラ　

蒜
ニ
ン
ニ
ク

　

茖ノ

ビ

ル葱　

角ア
サ
ツ
キ葱　

葱
ヒ
ト
モ
シ

　

刈
葱　

根

深
ハ
冬
、
ネ
ギ・

ト
ハ
東
詞
ナ
リ
ト
ゾ
。]　

薊　

狗
背　

芽
花　

苣　

鳳
巾[

い
か
の
ぼ

り　

た
こ]

　
　

祭
事
会
式

稲
荷
祭[

初
午]　

東
福
寺
懺
法[

初
午]　

春
日
祭[

上
申]　

釈
奠[

上
丁
ハ
春
秋]　

韓
神
祭[

上
丑]　

祇
園
御
八
講[

八
日]｣

（
九ウ

）　

大
原
野
祭[

上
卯]　

祈
年
祭

[

四
日]　

薪
ノ

能[

五
日
ヨ
リ
十
二
日]　

涅
槃
会[

仏
ノ
別]　

嵯
峨
柱タ

イ
マ
ツ炬[

十
五

日]　

積
塔[

十
六
日]　

常
楽
会[

興
福
寺　

十
五
日]　

浅
間
祭[

廿
日]　

北
野
御
忌

[

廿
五
日]　

菜
種
神
供[

廿
五
日　

北
野]　

稲
垣

（
マ
マ
）

神
事　

御
棚
舁[

上 

日 

イ]　

季
ノ
御
読
経　

時
宗
踊
念
仏

三
月[

弥
生　

花
見
月　

姑
洗]

桃
花
ノ

節　

桃
ノ

酒　

草
餅　

曲
水｣

（
十オ

）　

雛[

祭　

遊]　

鶏
合　

汐
干　

硯

石
取[

土
佐]　

永
日　

遅
日　

梨
花　

黄
梅　

連
遶　

海
棠　

楊
梅
花　

辛コ

ブ

シ夷　

林
檎
の
花　

つ
ゝ
じ　

木
蓮
花　

木
瓜
花　

杏
ノ

花　

結
花
ニ

郭
公　

[

今
式
ニ

云
、
漢
家
ノ
詩
ニ
ハ
杜
鵑
ト
モ
蜀
魂
ト
モ
云
テ
、
何
レ
モ
暮
春
ノ
景
物
ナ
レ
バ
、
幸
ニ
其
例
ヲ

カ
リ
テ
暮
春
ノ
用
ト
ナ
ス
ヘ
キ
ヤ
。
本
ヨ
リ
鴬
ノ
巣
ニ
結
ハ
、
決
テ
春
ト
定
ヘ
シ
。
此
式
ハ
例

ノ
加
減
ナ
リ
。]　

蘇
枋
ノ

花　

小
米
花　

樒
ノ

花　

庭
桜｣

（
十ウ

）　

棗
花　

馬
藺　

九
輪
草　

赤
南
花　

山
梨
ノ

花　

眉
作
の
花　

あ
せ
ぼ
の
花　

桜
草　

柿
ノ

塔　

枸
杞
の
花　

吾
妻
菊　

か
う
ら
い
菊　

ゑ
び
ね　

金
鳳
花　

け
ま
ん　

丁
子

草　

な
も
み
草　

虎
杖　

三
葉
芹　

茗
荷
茸　

雀
成
蛤　

田
鼠
成
鶉　

鳥
ノ

巣　

呼
子
鳥　

雲
ニ

入
鳥　

鳥
帰
ル　

麦
鶉　

上
簗　

柳
鮠　

桜
う
ぐ
ひ　

桜
魚｣

（
十
一
オ

）　

桜
鯛　

さ
く
ら
貝　

若
鮎　

蚕
飼　

春
雨　

掻カ
キ

餅　

げ・

ん
げ
摘　

野

遊[
春　

秋]　

青
麦　

別
レ

霜　

柳
絮　

藤　

山
吹　

茶
摘　

爐
塞　

行
春　

三
月
尽

　
　

祭
事
会
式

巳
日
祓　

薬
師
寺
最
勝
会[

七
日]　

峯
入[

春　

秋]　

石
清
水
臨
時
祭[

中
ノ
午　

南
祭
共]　

鎮
花
祭　

石
山
祭　

水
尾
祭[

五
日]　

高
雄
法
花
会[

十
日]　

安
良
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一
九

花[

同]｣

（
十
一

）　

粟
津
祭[

三
日]　

壬
生
祭[

十
四
日
ヨ
リ
廿
四
日]　

比
良
祭

[

十
五
日]　

勧
学
会　

千
本
念
仏　

御
身
拭[

十
九
日]　

浅
草
祭[

十
八
日　

江
戸]

御
影
供[

廿
一
日]　

稲
荷
御
出[

中
午]　

隅
田
川
大
念
仏[

十
五
日]　

墨
直
し

[
十
二
日　

双
林
寺]

 
｣

（
十
二
オ

）

　
　

夏

四
月[

卯
月　

首
夏]

更
衣　

白
重　

青
簾　

袷[

夏　

秋]　

綿
脱　

卯
ノ

花　

若
葉　

残
花[

今
式
ニ

云
、
此
詞
ニ
ハ
古
今
ノ
論
ア
リ
。
然
レ
ド
モ
、
残
ノ
字
ハ
其
季
ヨ
リ
此
季
ニ
残
ラ
ネ
バ
、
残
ト

云
ヘ
ル
道
理
ナ
シ
。
花
ハ
本
ヨ
リ
春
ニ
決
テ
、残
ハ
夏
ト
定
ベ
シ
。
惣
テ
、残
蛍
、残
菊
ノ
類
モ
、

古
式
ハ
一
様
ナ
ラ
ヌ
故
ニ
、
十
品
ハ
十
色
ニ
覚
兼
テ
、
百
世
ニ
論
ヲ
断
ル
時
ナ
シ
。
譬
ハ
、
残

菊
ノ
重
陽
ニ
残
ル
共
、
残
蛍
ハ
何
ニ
残
ベ
キ
ヤ
。
残
ノ
字
ハ
、
総
テ
其
季
ノ
次
ニ
取
リ
テ
、｣

（
十
二
ウ

）
此
論
ヲ
残
ノ
字
ノ
例
ト
ス
ヘ
シ
。]　

牡
丹　

杜
若　

葵[

か
ら
葵　

ぜ・

に
葵]　

山

藤　

一
八　

芍
薬　

ふ
の
り
干　

芋
植　

苔
の
花　

玉
巻
芭
蕉　

射シ
ヤ
・
ガ干　

薔シ
ヤ
ウ
ヒ薇　

け
し
の
花　

風
車　

踊
花　

若
楓　

茶
ひ
き
草　

花
柚　

夏
木
立　

茂
リ　

麦
秋[

麦
刈　

麦
わ
ら
笛]　

桐
の
花　

美
人
草　

柑
類
ノ

花　

茨
の
花　

き
こ
く
の
花　

蕗　

手
鞠
花　

白
丁
花｣

（
十
三
オ

）　

薮
椿　

し
ゆ
ろ
の
花　

岩

梨
子　

竹
ノ

子　

蓼　

蓮
の
は
な[

若
根]　

郭
公　

羯
鼓
鳥　

鷭　

行
々
子　

蝙
蝠　

蜘
の
子　

棒
ふ
り
虫　

蝿
取
蜘　

蟹
醢　

煮
酒　

青
嵐　

青
山
椒　

塩
烏
賊　

鹿
の
袋
角　

鷹
塒
ニ

入　

卯
花
降
シ　

短
夜　

新
茶　

古
茶　

老
鴬[

新
式
ニ
云
、
此
式
ハ
全
ク
新
撰
ナ
リ
。
老
鴬
ト
ハ
本
ヨ
リ
漢
家
ノ
詩
ニ
出
テ
、
或
ハ
狂
鴬
ト
モ
、

乱
鴬
ト
モ
、
総
テ
暮
春
ノ
物
ナ
レ
ド
、
例
ニ
今
式
ノ
加
減｣

（
十
三
ウ

）、
残
鴬
ハ
勿
論
ニ
テ
、
老
鴬

モ
夏
ノ
名
ト
ナ
サ
バ
、
鴬
ニ
老
ノ
感
情
ア
リ
テ
、
風
雅
ハ
例
ノ
淋
敷
味
ト
云
ハ
ン
。]　

鴬
ノ
附

子[

今
式
ニ
云
、
此
式
ハ
例
ノ
当
用
ナ
リ
。
今
按
ズ
ル
ニ
、
鴬
ノ
子
ハ
春
巣
立
テ
、
夏
飼
ヘ
バ

六
月
ノ
間
ニ
毛
ヲ
替
テ
、
冬
至
ノ
比
ニ
鳴
習
フ
故
ニ
、
鴬
ノ
子
ニ
鳴
ノ
字
ヲ
結
テ
、
冬
季
ト
ハ

ナ
セ
ル
ナ
リ
。
然
レ
バ
、
夏
ハ
聞
習
ニ
テ
、
或
ハ
引
鳥
ノ
親
ニ
付
ケ
、
或
ハ
笛
ヲ
以
テ
引
音
ヲ

教
エ
、
稽
古
ハ
夏
ノ
間
ナ
レ
バ
、
附
子
ハ
決
テ
夏
ト
云
イ
、
笛
ヲ
結
テ
モ
夏
ト
知
ベ
シ
。]

　
　

三
ヶ
月
ニ
渡
物　

扇
子　

団
扇　

蚊
ば
し
ら　

蚊
遣
り　

蝿　

干
鰒　

干
鱧　

風
炉[

夏　

秋]｣

（
十
四
オ

） 　

晒[

夏　

秋]　

鵜
川[

夏　

秋]　

鮎[

春　

夏　

秋]　

鮨[

夏　

秋]　

鰹

[

夏　

秋]　

川
狩[

夏　

秋]

　
　

祭
事
会
式

主
水
司
始
テ
氷
ヲ
供
ス[

一
日]　

孟
夏
旬[

同
扇
ヲ
賜
フ　

扇
ノ
拝]　

筑
摩
祭

[

一
日]　

稲
荷
祭　

大
神
楽[

卯
ノ
日　

三
輪]　

比
良
野
祭　

松
尾
祭　

当
麻
祭　

杜
本
祭　

当
宗
祭　

水
尾
能[

南
都]　

広
瀬
祭[

四
日]　

竜
田
祭　

山
崎
口
ノ

使[

三
日]　

八
瀬
ま
つ
り｣

（
十
四

）　

山
崎
祭　

多
賀
祭　

灌
仏[

八
日　

仏
生
会]　

嵯
峨
祭　

手
安
天
神[

近
江]　

神
カ
ン
シ
・
ゾ衣
祭[

九
日　

伊
勢]　

日
吉
祭[

中
ノ
申　

山
王]　

中
山
祭[

中
酉]　

吉
田
祭[

甲
子]　

あ
ふ
ひ
祭[

中
酉]　

関
白
加
茂
詣[

中
申]　

三
枝
祭　

千
団
子[

十
六
日]　

向
日
明
神
祭　

久
世
祭　

清
水
地
主
祭[

九
日]　

当
麻
法
事[

十
四
日]　

大
塔
会[

天
王
寺]　

日
光
祭[

十
七
日]　

菅
ノ

宮
祭　

花

供[

廿
一
日]　

粟
津
ノ

神
供　

神
祭[

忌
さ
ず]　

風
神
祭[

七
日]　

大
津
賢
木

[

三
日
夜]｣

（
十
五
オ

）　

御
蔭
祭[

中
午]　

馬
ノ
頭[

同]

五
月[

皐
月　

蕤
賓]

端
午　

菖
蒲
葺[

菖
蒲
酒　

同
湯]　

あ
や
め
の
か
づ
ら　

菖
蒲
刀　

薬
玉　

薬

日　

幟[

男
飾　

印
地
打　

せ
う
ぶ
打]　

粽[

笹
粽　

菰
粽　

角
粽]　

芥
人　

騎
射　

水
馬　

競
渡　

薬
草
摘　

競キ
ソ
イ
ガ
リ
狩　

競
馬　

帷
子[

辻
が
花　

単
物]　

五
月
雨　

雨
蛙　

梅
雨｣

（
十
五
ウ

）　

黴ツ

イ

リ雨　

真
菰
刈　

紅
花
摘[

紅
花　

末
摘
花]　

樗
花　

栗
花
落　

藻
ノ
花[

藻
刈]　

百
合　

箒
草　

さ
る
と
り
の
花　

紫
陽
花　

花

せ
う
ぶ　

萍　

萱ワ

ス

レ草
花　

下
野
の
花　

石
菖　

夏
菊　

金
銀
花　

金
仙
花　

朝
露
草　

天マ
タ
ヽ
ビ蓼　

覆
盆
子　

蚊
屋
つ
り
草　

か
た
ば・

み
の
花　

橘　

南
天
の

花　

合
歓
花　

青
山
椒　

く
ち
な
し
の
花　

蕙　

あ
か
ざ・　

青
梅｣

（
十
六

オ

）　

若
竹[

今
年
竹]　

茄
子[

花]　

胡
瓜　

早
桃　

早
松
茸　

杏
子　

生
胡ク

ル

ミ桃　

枇

杷　

莧　

青
柚　

花
柘
榴　

榊
ノ
花　

早
乙
女[

田
歌]　

田
植　

早
苗
取　

青

ウ

ウ
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二
〇

田　

田
草
と
り　

粟
蒔[

稗　

胡
麻
等]　

そ
ら
豆
引　

簗
打　

蝉　

蝸
牛　

蛍　

水
鶏　

羽
抜
鳥　

翡
翠[

今
式
ニ
云
、此
鳥
ハ
詩
ニ
名
ア
リ
テ
、古
抄
ハ
渡
鳥
ニ
入
タ
レ
ド
、

夏
ノ
谷
川
ニ
木
陰
ヲ
伝
テ
、
決
テ
夏
ノ
姿
ト
イ
ハ
ン
。
川
蝉
ト
モ
。]｣

（
十
六
ウ

）　

鳰
ノ

巣[

今

式
ニ
云
、
鳥
ノ
古
巣
ハ
総
テ
去
物
ニ
テ
、
其
巣
ヲ
掛
ル
時
ハ
夏
ナ
レ
ド
、
浮
巣
決
テ
夏
ト
定
ベ

キ
ヤ
。
巣
ニ
用
ナ
キ
ハ
句
作
ニ
ヨ
ル
ベ
シ
。]　

水
鳥
ノ

巣　

鶉
ノ

巣　

獣
狩[

ね
ら
ひ
狩　

照
射　

火
串　

夜
興
引
ハ
冬
。]　

鹿
ノ

子　

小
鯵　

大
角
豆　

ま
ゆ
取　

虎
が
雨　

五
月
晴　

松
竹
ノ
落
葉[

今
式
ニ
云
、
古
抄
ニ
松
竹
ノ
落
葉
ハ
雑
ナ
リ
。
常
盤
木
ノ
落
葉
ハ

夏
ナ
リ
ト
云
ヘ
レ
ド
、松
竹
ハ
何
ニ
常
盤
ナ
ラ
ヌ
ヤ
。
山
館
ノ
風
情
ニ
ハ
、殊
ニ
面
白
キ
物
ナ
リ
。

二
品
ハ
決
テ
夏
ト
定
ベ
シ
。]　

蓮[

水
芙
蓉]｣

（
十
七
オ

）

　
　

祭
事
会
式

加
茂
ノ

足
揃[

一
日]　

松
本
祭[
同]　

藤
森
祭　

競
馬[

五
日]　

左
近
真
手
番

[

右
近
馬
場　

ひ
お
り
の
日]　

室
明
神
祭[
十
三
日]　

今
宮
祭[

十
五
日]　

両
社
祭

[

廿
三
日　

坂
本]　

有
無
ノ
日[

廿
五
日]　

住
吉
御
田
植　

大
原
祭[

廿
八
日]　

祇

園
御
輿
洗[

晦
日]　

御
霊
会[

九
日]

六
月[

水
無
月　

林
鐘] 

｣

（
十
七
ウ

）

氷
室[

氷
室
ノ
御
調　

氷
の
お
も
の]　

氷
餅　

氷
室
売（

マ
マ
）

　

一
夜
酒　

簟　

竹
夫
人

[

抱
籠]　

日
傘　

汗
拭　

雲
ノ

峯　

凉
風[

風
薫]　

清
水[

泉]　

夏
切
茶　

暑　

葛
水　

心
太　

浅
茅
酒　

水
飯[

干
飯]　

晒
井　

瓜[

真
桑　

白
う
り]　

納
涼　

煮
梅[

梅
漬]　

梅
む
き　

楊
梅　

李　

林
檎　

百
日
紅　

撫
子[

石
竹]　

沢
潟　

菱
ノ
花[

実
ハ
秋]　

河
骨　

蒲
ノ

穂　

海
松｣

（
十
八
オ

）　

荒
和
布　

竹
皮
取　

藺

刈　

つ
り
が
ね
草　

眼
皮　

凌
霄　

鷺
草　

ぎ
ぼ・

う
し　

風
蘭　

き
り
ん
草　

紫
蘇　

青
鬼
灯　

茗
荷　

葛
ノ
花　

棉
ノ
花　

糸
瓜
ノ
花　

ゆ
ふ
が
ほ　

昼
が
ほ　

手
ま
り
花　

桜
麻　

鷹
羽
遣
ひ
習
ふ　

ひ
ば・

り
鷹　

練
雲
雀　

夏
虫　

雨
乞　

海
月
取　

鯖
釣　

香
薷
散　

夕
立　

土
用
干｣

（
十
八
ウ

）　

醤
油
作
リ　

蚤　

毛
虫　

紙
鹿

（
マ
マ
）草[

楮　

か
う
ぞ・]　

藍
刈　

冲
鱠　

冷[

汁　

麦　

今
式
ニ
云
、
此
二
品
ハ
、
京

家
ノ
式
目
ニ
、
多
ハ
秋
ノ
季
ト
ナ
セ
ル
ハ
、
察
ス
ル
ニ
冷
ノ
字
ノ
感
ニ
ヤ
。
夏
ハ
凉
ヲ
好
ミ
、

秋
ハ
冷
ヲ
悪
ム
。
天
地
自
然
ノ
道
理
ニ
シ
テ
、此
等
ハ
夏
ト
決
ス
ベ
シ
。
惣
テ
、古
今
ノ
違
ト
ハ
、

天
理
ノ
姿
情
ヲ
論
ゼ
ズ
シ
テ
、
文
字
言
語
ノ
名
ヲ
認
ル
故
ナ
リ
。
是
ヲ
千
式
ノ
凡
例
ト
知
ベ
キ

ナ
リ
。]

　
　

祭
事
会
式

六
月
会[

四
日]　

解
斎
御
粥[

十
二
日]　

祇
園
会[

七
日
ヨ
リ
十
四
日]　

津
嶋
祭

[

十
三
日　

十
四
日]　

熱
田
祭[

十
五
日]　

竹
生
嶋
祭[

十
四
日]｣

（
十
九

）　

藤
嶋

祭[

十
五
日]　

三
王
祭[

同　

江
戸]　

伊
勢
祭
礼[

十
六
日　

此
日
僧
尼
詣]　

相
国

寺
懺
法[

十
五
日]　

博
多
祭[

十
六
日　

十
七
日]　

喜（

マ

マ

）祥[

十
六
日]　

志
渡
寺
祭

[

十
七
日]　

鞍
馬
竹
切[

廿
日]　

御
手
洗
詣[

廿
日
ヨ
リ
卅
日]　

天
満
天
神
ノ
御

祓[

廿
五
日　

天
満
祭
也]　

橋
立
祭[

廿
五
日]　

愛
宕
千
日
詣[

廿
四
日]　

大
祓

[

卅
日]　

大
坂
座
摩
祭[

廿
二
日]　

水
無
月
能[

三
日]　

住
吉
御
祓[

卅
日]　

辛

崎
参[

同]　

鎮
火
祭[

同]　

川
社　

御
祓
川　

夕
祓　

夏
神
楽｣

（
十
九
ウ

）　

菅

貫　

形
代　

茅
輪

　
　

秋

七
月[

文
月　

夷
則]

立
秋[

今
朝
ノ
秋]　

初
凉　

残
暑　

一
葉｣

（
廿オ

）　

柳
散　

七
夕[

乞
巧
奠　

星
祭　

天
河　

妻
迎
舟　

立
琴　

願
ノ
糸　

梶
葉　

か
し
小
袖　

鵲
橋　

紅
葉
橋　

年
ノ
渡　

星
合]　

養
父
入　

七
夕
鞠　

踊　

生
身
魂　

刺
鯖　

掛
乞[

秋　

冬]　

つ
と
入　

扇
子

置　

初
嵐　

身
入
ム

風　

冷　

朝
が
ほ　

木
槿　

夕
㒵
の
実　

草　

花　

女
郎

花　

男
郎
花　

荻　

萩　

芭
蕉　

蘭[

ふ
ぢ・

ば
か
ま]　

小
車　

桔
梗　

槐
の
花　

犬
子
草　

角
力
草　

薬
師
草　

観
音
草｣

（
廿ウ

）　

曼
珠
沙
草　

鉈
豆　

欝
金
ノ

花　

灸
花　

芋
葉　

茗
荷
ノ

花　

垣
豆　

糸
瓜　

鼠
尾
草[

水
か
け
草]　

蓮
ノ

実

飛　

天カ
・
ボ
チ
ヤ瓜　

南ボ
ウ
ブ
ラ瓜　

西
瓜　

木
瓜
の
実　

常
山
花　

稲
の
花　

早
稲[

春]　

仙
翁
花　

花
野　

花
畠[

今
式
ニ
云
、
花
壇
モ
花
畠
モ
、
決
テ
秋
ニ
定
ベ
キ
ナ
リ
。
花
園

ト
云
ヘ
バ
、草
花
ニ
似
タ
レ
ド
モ
、園
ト
ハ
仰
ギ
、畠
ト
ハ
ウ
ツ
ム
ク
。
爰
ヲ
俳
諧
ノ
姿
ト
云
テ
、

種
々
ノ
理
屈
ハ
今
ノ
用
ニ
ア
ラ
ズ
。
コ
レ
等
ヲ
今
式
ノ
〽
有
用
ト
知
ベ
シ
。]｣

（
廿
一
オ

）　

残
蛍　

オ
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二
一

残
蚊　

螽　

蜻
蛉　

蜩　

松
虫　

鈴
虫　

蟷
螂　

虫[

虫
籠　

虫
放　

虫
狩]　

簑

虫
鳴　

金
虫　

促
織　

轡
虫　

馬
追
虫　

蛩　

く
さ
ぎ
虫　

塒
出
ノ

鷹　

鳥
屋

勝
リ　

小
鷹　

鷹
山
別　

初
鳥
狩　

初
鷹　

鳩
吹　

焼
米　

　
　

三
月
ニ
渡
ル
物

露　

霧　

稲
妻　

虫　

角
力　

下
り
簗　

蕃ト
ウ
ガ
ラ
シ
椒　

薄　

秋
風｣

（
廿
一
ウ

）　

月[

初

月　

小
望
月　

十
四
夜　

望
月　

十
五
夜　

十
六
宵　

十
六
夜　

立
待　

十
七
夜　

臥
待　

十
九
夜　

上
弦　

下
弦]　

桂
ノ

花[

今
式
ニ
云
、
此
名
ハ
今
ノ
〽
当
用
ナ
リ
。
古
式
ニ
春
季

ノ
説
モ
ア
レ
ド
、
地
下
ノ
桂
ニ
ハ
花
ノ
用
ナ
ク
、
和
歌
ニ
モ
月
ノ
光
ヲ
読
タ
レ
バ
、
例
シ
テ
月

ノ
異
名
ト
ナ
シ
、
秋
季
ト
定
レ
バ
勿
論
ニ
テ
、
四
季
ノ
詞
ヲ
結
ブ
時
ハ
、
四
季
ノ
月
ニ
用
ベ
キ

ナ
リ
。
然
レ
バ
、
有
明
、
既イ

ザ
ヨ
ヒ望
ノ
名
ニ
例
シ
テ
、
日
モ
星
モ
二
句
去
ベ
ク
、
植
物
ニ
モ
二
句
去

ベ
キ
ナ
リ
。]

　
　

祭
事
会
式

北
野
御
手
水[

六
日]　

本
願
寺
籠
花[

七
日]｣
（
廿
二
オ

）　

文
殊
会[

八
日]　

柏
流

ノ
神
事[

四
日 

伊
勢]　

盆
会[

魂
祭　

魂
棚　

蓮
飯　

麻
木
箸　

迎
鐘　

迎
火　

六
道
参

り　

高
燈
籠　

切
籠　

摂
待　

草
花
市]　

三
井
寺
女
詣[
十
五
日]　

地
蔵
祭[

廿
四
日]　

御
霊
御
出[

十
八
日]　

み
さ
山
祭[

廿
七
日]　

穂
屋
作
ル　

石
取
神
事[

七
日
夜　

伊
勢]

八
月[

葉
月　

南
呂]

八
朔[

田
面
ノ
日]　

彼
岸　

出
替　

駒
迎[

駒
牽]　

木
犀
花　

立
田
姫　

初
紅

葉　

漆
花｣

（
廿
二
ウ

）　

鶏
頭
花　

野
菊　

月
草　

金
剛
草　

藍
花　

鶉
草　

鳫

来
紅　

沢
桔
梗　

百
夜
草　

葡
蔔　

鬼
灯　

蔦　

葛　

茴ウ
イ
キ
ヤ
ウ

香　

蓼
花　

鵯
上

戸　

か
ら
す
瓜　

あ
け
び・　

種
瓢　

縷
紅　

旦
特
花　

芋　

名
月[

芋
名
月　

新

月　

け
ふ
の
月]　

牛
房
引　

牡
丹
ノ

分
根　

薯
蕷
掘　

棉
と
り[

モ
ヽ
フ
ク]　

茜

掘　

薬
掘　

刈
安　

若
烔
草　

棗｣

（
廿
三

オ

）　

菜
種
蒔　

間
挽
菜　

初
雁　

鴫　

鶉　

樫
鳥　

椋
鳥　

菊
い
た
ゞ
き　

山
雀　

日
雀　

四
十
雀　

菱
喰　

わ
た

り
鳥　

豆
廻
シ　

鶉
鷹　

鷹
打　

木
啄　

燕
帰　

色
鳥
渡　

稲
負
鳥　

鵙[

草

く
き　

さ
し
餌]　

大
刀
魚　

渋
鮎　

初
鮭[

網　

釣　

塩
引]　

鱸　

小
鰯
引　

茸

狩[

茸
取]　

松
茸　

松
露　

下
り
簗　

野
分　

初
汐　

肌
寒[

漸
寒　

夜
寒　

朝

寒　

冷]　

新
蕎
麦[

今
式
ニ
云
、此
式
ハ
例
ノ
賞
翫
ナ
リ
。
如
何
ト
ナ
レ
バ
、苅
ハ
冬
ニ
シ
テ
、

喰
フ
ハ
秋
ナ
ル
、
前
後
ノ
働
ヲ
賞
テ
ナ
リ
。]　

砧　

毛
見　

粟
刈[

飯]　

案
山
子　

鳴
子　

引
板　

稲
刈[

稲
見　

稲
コ
キ　

稲
杭　

稲
莚　

籾
臼　

落
穂]

　
　

祭
事
会
式

水
村
祭[

一
日　

二
日]　

堺
天
神
祭[

三
日　

四
日]　

北
野
祭[

四
日]　

白
髭
開

帳[

五
日]　

敦
賀
祭[

十
日]　

司
召[

十
一
日]　

八
幡
祭[

十
五
日]　

放
生
会

[

同]　

御
霊
祭[

十
八
日]　

箱
崎
祭　

菅
大
臣
祭[

十
六
日]　

桑
名
祭[

十
八
日]｣

（
廿
四
オ

）
九
月[

き
く
月　

長
月　

素
秋]

重
陽[

菊
重　

き
く
の
日]　

菊[

き
く
の
宴　

き
く
酒　

着
せ
綿　

き
く
合]　

梅
嫌　

色
か
え
ぬ
松　

野
山
ノ
錦　

袷　

忍
草　

お
も
ひ
草　

初
鴨[

今
式
ニ
云
、
此
名
ハ

全
ク
新
撰
ナ
リ
。
或
ハ
賞
翫
ト
モ
、
加
減
ト
モ
云
ハ
ン
。
今
按
ズ
ル
ニ
、
奉
膳
式
ニ
モ
雁
鴨
ト

並
ナ
ガ
ラ
、
賞
ス
ル
所
ハ
秋
冬
ノ
差
別
有
。
去
ド
モ
、
見̶

聞
ノ
姿
情
ヲ
論
ゼ
バ
、
初
雁
ト
云
ヘ

バ
風
雅
ヲ
思
ヒ
、
初
鴨
ト
云
ヘ
バ
風
味
ヲ
思
フ
。
爰
ヲ
天
眼
ト
モ
、
天
耳
ト
モ
云
ヘ
リ
。
譬
ヘ

バ
初̶

雁
ト
音
ニ
喚
ド
モ
、
風
味
ヲ
先
ニ
思
ベ
キ
ヤ
。
鴨
ノ
冬
ナ
ル
ハ
勿
論
ニ
テ
、
初
ノ
字
ヲ
添

テ
秋
ト
成
ベ
シ
。]｣

（
廿
四
ウ

）　

新
酒[

古
酒　

煖
酒]　

わ
れ
も
か
う　

尾
花　

う
ら

枯　

と
ろ
ゝ
の
花　

南
天
ノ
実　

み
づ・

き　

芦
ノ
花　

老
母
草[

実]　

木
ノ

実

類[

栗　

柿　

榎
ノ
実　

椎　

柘
榴　

胡
桃　

榧　

櫟　

果
梨　

梨
子　

仏
手
柑　

榛　

無
花

実　

蜜
柑　

久
年
母　

柚　

茱
萸　

金
柑　

橙]　

旃
旦
ノ

実　

後
ノ

月[

十
三
夜　

豆
名
月　

二
夜
ノ
月]　

紅
葉
散[

今
式
ニ
云
、
此
詞
ハ
古
式
ヨ
リ
且
散
ヲ
秋
ト
云
イ
、
散
ト
計
ヲ
冬
ト

云
ベ
シ
ト
。
花
ト
紅
葉
ハ
春
秋
ノ
艶
色
ニ
テ
、花
ノ
散
モ
春
ナ
レ
バ
、紅
葉
ノ
散
モ
秋
ノ
筈
ナ
リ
。

増
テ
、
冬
散
ハ
木
ノ
葉
ト
云
テ
、
枯
テ
色
ナ
キ
ヲ
用
ト
セ
リ
。
此
等
ヲ
古
今
ノ
用
捨
ニ
シ
テ
、

例
ノ
且
ノ
字
ニ
ハ
及｣
（
廿
五
オ

）
間
敷
ナ
リ
。]　

柏
散　

大
豆
引　

漆
掻
ク　

柚
味
噌　

鹿[

笛]　

尾
花
鮹　

絃
藻
取　

網
代
打　

露
時
雨　

柾
か
づ
ら　

紅
葉
鮒　
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二
二

遅
稲[

新
米　

古
米]　

新
錦　

星
月
夜　

年
貢　

行
秋　

九
月
尽

　
　

祭
事
会
式

御
灯　

不
堪
田
奏[

七
日]　

桂
宮
相
撲[

八
日]　

舎
利
会[

八
日]　

醍
醐
祭

[
九
日]　

御
香
宮
祭[

同]｣

（
廿
五
ウ

）　

鞍
馬
祭[

九
日]　

貴
布
祢
祭[

同]　

生
玉

祭[
同]　

四
宮
祭[

十
日]　

下
鳥
羽
祭[

同]　

住
吉
角
力
会[

十
三
日　

宝
市]　

例
幣[
十
一
日]　

白
川
祭[

十
三
日]　

岩
倉
祭[

十
五
日]　

小
倉
祭[

十
五
日]　

粟
田
祭[

十
五
日]　

一
ノ
宮
祭[

同]　

岡
崎
祭[

十
六
日]　

神
田
明
神
祭[

十
五

日　

江
戸]　

淀
祭[
廿
二
日]　

呉
服
祭[

十
八
日]　

波
利
女
祭[

廿
日]　

太
秦
祭

[

廿
一
日　

牛
祭
共]　

天
満
ノ

鏑
流
馬[

廿
五
日]　

木
幡
祭[

廿
四
日]　

逆
髪
祭　

鹿
ヶ
谷
祭[

廿
四
日]　

北
山
祭[
廿
六
日]　

鳴
瀧
祭｣

（
廿
六
オ

）　

福
王
神
祭[

廿
八

日]　

諏
訪
祭[

七
日　

長
崎]　

野
々
宮
ノ
別
レ　

住
吉
ノ
神
お
く
り

　
　

冬

十
月[

神
無
月　

小
春　

小
六
月
ハ
俗
習]

孟
冬
ノ

旬[

一
日　

天
皇
南
殿
ニ
出
御
有
テ
節
会
ア
リ
。
三
献
ノ
後
、
氷
魚
賜
フ
。]｣

（
廿
六
ウ

）　

残
菊[

今
式
ニ
云
、
和
歌
ノ
公
式
ニ
、
十
月
五
日
ヲ
以
テ
残
菊
ノ
宴
ト
云
ヘ
レ
バ
、
宴
ノ
字
ニ

及
バ
ズ
シ
テ
、
決
テ
冬
ト
定
ベ
シ
。
此
等
ヲ
加
減
ノ
用
ト
云
ハ
ン
。
残
ノ
字
、
総
テ
残
花
ノ
例

ニ
效
ベ
シ
。]　

初
時
雨　

射
場
初　

爐
開　

茶
ノ
口
切　

豕
餅[
玄
猪]　

凩　

水
仙　

か
へ
り
花　

枯
野　

枯
尾
花[

今
式
ニ
云
、
此
名
ハ
古
今
ニ
論
ア
リ
テ
、
秋
ト

モ
冬
ト
モ
イ
ヘ
ド
、
枯
ノ
字
ヲ
結
テ
ハ
冬
ト
定
ベ
シ
。
其
故
ハ
、
名
ノ
木
ノ
枯
ル
ヲ
冬
ト
成
シ
、

名
ノ
木
ノ
散
ル
ヲ
秋
ト
成
セ
ル
。
散
ハ
色
ア
リ
テ
、
枯
ル
ハ
色
ナ
キ
故
ナ
リ
。
然
レ
バ
、
名
ノ

草
モ
其
例
ニ
シ
テ｣

（
廿
七
オ

）、
枯
尾
花
ハ
決
テ
冬
ナ
リ
。]　

冬
瓜[

今
式
ニ
云
、
幸
ニ
冬
ノ
一

字
ヨ
リ
、
霜
ヲ
待
テ
賞
ス
ル
物
ナ
レ
バ
、
西
瓜
ヲ
秋
ト
ナ
セ
ル
加
減
ヨ
リ
、
冬
瓜
ヲ
冬
ト
定
ベ

キ
ナ
リ
。]　

冬
牡
丹　

八
手
ノ
花　

石
蕗
ノ
花　

山
茶
花　

斥
鷃[

今
式
ニ
云
、
此

式
ハ
全
当
用
ナ
リ
。
古
抄
ニ
ハ
、
秋
ニ
シ
テ
渡
鳥
ノ
部
ニ
入
タ
レ
ド
、
山
雀
、
日
雀
ノ
類
ニ
ハ

非
ラ
デ
、
斥
鷃
ノ
ミ
物
ニ
連
立
ス
。
民
家
ノ
軒
ニ
馴
テ
馬マ

セ防
ヲ
伝
ヒ
、
水
棚
ニ
遊
ビ
声
ノ
清
ミ

タ
ル
ハ
、
殊
更
ニ
寒
シ
。
増
テ
、
春
帰
ル
姿
モ
見
ネ
バ
、
決
テ
冬
ト
定
ベ
シ
。
此
等
ヲ
姿
情
ノ

例
ト
云
ハ
ン
。]｣

（
廿
七
ウ

）　

木
兎[

今
式
ニ
云
、
此
木
兎
モ
例
ノ
新
撰
ナ
リ
。
古
抄
ハ
秋
ノ
部

ニ
入
タ
レ
ド
、
渡
鳥
ニ
モ
非
ズ
、
色
鳥
ニ
モ
ア
ラ
ズ
。
増
テ
、
鳴
声
ノ
物
凄
キ
ハ
、
寒
ヲ
厭
ヘ

ル
故
ニ
ヤ
。
然
ラ
バ
、
二
字（

マ
マ
）ノ
加
減
ト
云
、
夜
鳴
鳥
ノ
当
用
ト
云
、
決
テ
冬
ト
定
ベ
シ
。]　

落
葉　

木
葉
時
雨　

茶
の
花　

枇
杷
ノ

花　
　
　

鳰[

今
式
ニ
云
、
鷺
モ
鴎
モ
水
ニ

夏
冬
ノ
差
別
モ
無
ケ
レ
バ
、
巣
ヲ
結
ズ
バ
雑
ト
モ
云
ベ
ケ
レ
ド
、
鳰
ハ
鳴
声
モ
寒
気
ニ
テ
、
俗

語
ニ
掻

カ
イ
ツ
ブ
リ
丼
ト
モ
云
フ
ナ
レ
バ
、
俳
諧
ニ
ハ
名
目
ヲ

（
マ
マ
）自
在
ヲ
称
シ
テ
、
冬
ニ
用
ア
ラ
バ
冬
ニ
用
ベ

シ
。]　

蕎
麦
刈　

柳
枯　

萩
枯　

水
鳥｣

（
廿
八
オ

）　

柴フ
シ
ヅ
ケ漬　

尾
越
ノ

鴫
（
マ
マ
）

　

鴬
ノ
子

[

鳴　

笹
鳴]　

初
霜　

綿
入　

綿
打[

今
式
ニ
云
、古
抄
ニ
綿
ノ
コ
ト
ハ
分
明
ナ
ラ
ズ
。
或
、

真
綿
モ
木
棉
モ
、
総
テ
冬
ナ
リ
ト
云
ベ
シ
ト
。
去
ル
ハ
、
附
合
ノ
害
ア
ラ
ン
。
綿
ハ
本
ヨ
リ
雑

ニ
シ
テ
、
綿
入
ハ
綿
抜
ノ
対
ナ
レ
バ
、
入
ノ
字
ヲ
添
テ
ハ
冬
ト
定
ベ
シ
。
或
ハ
、
棉
打
ヲ
秋
ト

云
ベ
シ
ト
。
綿
ヲ
バ
摘
ト
云
、棉
ヲ
バ
打
ト
云
フ
。
打
ハ
棉
ニ
シ
テ
、決
テ
冬
ト
定
ベ
シ
。
棉
取
、

新
棉
ノ
外
ハ
、
秋
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
或
ハ
、
綿
帽
子
ハ
衣
類
ニ
非
ズ
ト
云
イ
、
綿
ニ
海
鼠
腸
ヲ
嫌

ノ
類
ハ
、
古
今
ノ
違
ナ
レ
バ
、
論
ニ
及
バ
ズ
。
然
ル
ヲ
、
綿
ト
木
棉
ト
ハ
附
テ
モ
苦
カ
ラ
ズ
ト

云
テ
、
蝅̶

綿
ト
木
棉
ト
ノ
釈
文
ア
レ
ド
、
綿
ト
棉
ト
ハ
莫
堅
ノ
切
ニ
テ
、
音
訓
ト
モ
ニ
替
ラ
ヌ

ヲ
、
何
故
ニ
附
句
ヲ
嫌
ヌ
ヤ
。
古
抄
ニ
ハ
此
類
ア
リ
テ
、
皆
々
論
ズ
ル
ニ
暇
ア
ラ
ズ
。
爰
ニ
、

此
綿
ノ
一
名
ヲ
挙
テ
、
万
法
ノ
凡
例
ト｣

（
廿
八
ウ

）
成
サ
バ
、
其
外
ハ
推
テ
知
ベ
キ
事
ナ
リ
。]　

水
魚　

鮱ウ
ル
メ　

炭
が・

ま　

網
代
守　

麦
蒔　

榾　

北
窓　

蕗
ノ
塔[

今
式
ニ
云
、
此

名
ハ
例
ノ
賞
翫
ヨ
リ
、村
消
ノ
雪
ニ
結
ト
モ
、蕗
ノ
塔
ハ
冬
ト
定
ベ
シ
。
然
レ
ド
モ
、蕗
ノ
花
ハ
、

漢
ニ
賈
島
ガ
春
雪
ノ
詩
ヨ
リ
、
春
ト
云
ハ
ン
モ
宜
ケ
レ
ド
、
其
名
ハ
指
テ
俳
諧
ノ
用
ナ
シ
。
蕗

ノ
芽
ハ
但
春
ニ
シ
テ
、
一
物
二
用
ノ
例
ト
云
ベ
キ
ナ
リ
。]　

冬
籠　

冬
構　

雪
垣　

寒

菊　

雪
ノ
下　

大
根
引[

今
式
ニ
云
、
此
詞
ハ
冬
ノ
当
用
ナ
リ
。
大ダ

イ

コ根
ト
略
シ
テ
、
音
語

ニ
読
ベ
シ
。
京
家
ノ
大オ

ヽ

ネ根
引
ニ
效
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
牛
房
モ
同
ジ
名
類
ナ
ガ
ラ
、
引
ト
云
ハ
ズ
シ

テ｣
（
廿
九
オ

）
掘
ト
云
。
其
名
ハ
秋
ト
定
ベ
キ
ナ
リ
。]

　
　

三
月
ニ
渡
物

雪　

雹　

霙　

千
鳥　

鴛
鴦　

衾　

蒲
団　

頭
巾　

鰒
汁　

納
豆
汁　

生
海

鼠　

鱈　

蕎
麦
湯　

石カ

キ花　

根
深　

玉
子
酒　

雹
酒　

生
姜
酒　

火
鉢　

巨

燵　

埋
火　

鷹
狩
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二
三

　
　

祭
事
会
式

神
送
リ　

神
む
か
へ　

冬
季
ノ
祭[

下
加
茂]｣

（
廿
九
ウ

）　

達
磨
忌　

維
摩
忌　

金

比
良
祭[

十
一
日]　

芭
蕉
忌[

十
二
日]　

御
命
講[

十
三
日]　

十
夜[

十
五
日]　

夷
講[
廿
日]　

大
社
神
事

十
一
月[
霜
月　

雪
見
月]

顔
見
セ　

髪
置　

芽
張
柳　

室
咲　

神
楽[

里
神
楽]　

薬
喰　

乾
鮭　

氷
柱　

凍　

雪
ノ

竿　

雪
礫　

雪
や
け　

雪
仏｣

（
三
十
オ

）　

雪
吹　

追
鳥
狩　

寒
苦
鳥　

暖
鳥　

冬
至
梅　

太
山
樒　

人
参
引　

生
姜
掘　

初
鰤　

杜カ

ク

ブ

ツ

父
魚　

鯨
突　

雪
車　

橇
ガ
ン
ジ
キ

　

雪
沓　

つ
な
ぬ
き　

雪ク

ロ

ノ

リ

海
苔[

今
式
ニ
云
、
此
名
ハ
俗
習
ニ
シ
テ
、
或
ハ

加
減
ト
云
ベ
キ
ナ
リ
。
此
物
ハ
北
越
ノ
名
産
ニ
シ
テ
、
海
辺
ノ
岩
間
ニ
降
積
タ
ル
雪
ヲ
、
波
ノ

打
浸
ス
拍
子
ニ
テ
、
疑

（
マ
マ
）テ
海
苔
ト
ハ
成
レ
リ
ト
ゾ
。
然
ル
ニ
、
雪
ヲ
黒
キ
ト
訓
ゼ
シ
ハ
、
白
ヲ

青
ト
イ
ヘ
ル
義
訓
ナ
ラ
ン
。
今
按
ズ
ル
ニ
、
海
苔
ノ
名
ハ
春
夏
ト
渡
レ
バ
、
雪
海
苔
ヲ
以
テ
冬

ト
成
サ
バ
、
例
ノ
衆
議
ニ
及
バ
ズ
シ
テ
、
此
等
ヲ
加
減
ノ
当
用
ト
云
ベ
シ
。]｣

（
三
十
ウ

）

　
　

祭
事
会
式

新
嘗
ノ

祭[

中
卯
日]　

豊
ノ
明
ノ
節
会[

中
ノ
辰
ノ
日]　

宗
像
祭[

上
卯]　

杜
本

祭[

同]　

当
麻
祭[

同]　

卒
イ
サ
ワ

川
祭[

上
酉]　

梅
宮
祭[

上
卯]　

中
山
祭[

同]

松
尾
祭[

上
卯]　

大
原
祭[

中
子]　

吉
田
祭[

中
申]　

日
吉
臨
時
祭[

中
申]　

加
茂
臨
時
祭[

中
酉]　

東
三
条
大
神
楽[

下
卯]　

吹
革
祭[

八
日]　

空
也
忌　

[

十
三
日]　

大
師
講[

廿
三
日]　

御
仏
事｣

（
三
十
一

オ

）　

御
ン

祭[

廿
七
日　

南
都]　

宇
賀
祭[

三
十
日]　

三
嶋
酉
ノ
市[

中
酉]　

鎮
魂
祭[

中
寅]　

御ヲ

ホ

タ

キ
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汻
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古
今
抄
ニ

曰
、
俳
諧
の
式
目
は
新
式
に
寄
ら
ず
、
古
抄
を
追
は
ず
、
け
ふ
の
世

法
に
た
が
は
ね
ば
、
そ
の
座
に
望
み
、
其
時
に
し
た
が
ひ
、
其
故
を
論
じ
、

其
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を
明
ら
め
て
自
己
の
理
屈
を｣
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三
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）
と
め
ざ
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。
爰
に
、
そ
の

書
の
意
に
し
た
が
ひ
て
、
四
季
に
今
式
の
故
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あ
か
せ
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す
べ
て
は
作
者

の
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よ
り
一
巻
を
調
ふ
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れ
ば
、
常
に
見
馴
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な
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た
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も
の
は
、
春

夏
秋
冬
の
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あ
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、
一
句
離
れ
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雑
と
な
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ん
に
、
我
家
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更
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い
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ず
、
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又
寛
制
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に
な
ら
つ
て｣
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十
三

ウ

）、
一
座
に
妙
句
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